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東海道新幹線鉄道運転規則 H木国有鉄道の鉄道におけーる

.ìlli転の安全会確保するための輸送施設の取扱いは ， 11 本凶イ l 鉄

. )む巡松規則 ( 11日和 30 年巡輸省令第 5 写)により 規制l されている

が， 11(1和 39 ・ 10 .1 に開業 した !.R ifIi道新幹線においては，その設

備が尚述運転に対応するため，高度の計怨:t!(を使用して列車述

も;保安の確立をはかつており ， さらに似守作業等に対 して も特

段の配慮を必要 ζするので，ニれらのJ&扱いを従来の 日本I吋 イl

鉄道巡転腕111)により規律することは， j主術的に もJiIT論的にも介

j'~ し ない凶l を生ずる結果 となった。モニ で ，リ('/fIi j目新幹線の設

Vi1i に M: も適合 L たl以扱いを規制すべき であるという観点よリ ，

11 ，j>: ll'liÎ~:J; jú是正恥、tJ!.l1l1 のj@川か ら)!iiiJiiU新幹線を除き， FiJ般に

おける Jlxj及いにつL 、(1ì'l~虫、こ ;1;1]'止されたのが 以dtiìú新幹線鉄道

lli似品1l1lJ (1I 1j 和 39 ' lc;1i輸省令;n 71 勺)であり ， その |付草子 11 ，五li

jlk~の安全を確保するために必裂な~hffll í もむろん，輸送施設の

保全 lこ|刻す る 事項を含めた次の ~H~闘が縦定 されて し、 る rì 令 で

ある。

i 総III J 1-1的， 係員の教合 ，~I附{なら む. ，こ 見Ji愉大 1;;.への JIli : U

および報告に限lする三 と。

2 施設およ U、車両 線路 ・ '心力説flÌÎi ・ 主li転 í:t:.安設 úlliな らび

ι半 l山!の保全 1ド ~llj の積載制限および消火械の日/i付けにl則す る

こと。

3 巡転 列車の組成，列車のJili転，入換え JI旺転速度， ヰ;

両のmt訂および事故発生時の処i此に以Jす るニと。

4 保安 列車保安方式.{，ι勺 ・ 合凶 ・ 原誠お よひ似てつ械

の取扱いに|制すること。(塩沢 寛)

と う かいどうしんかんせんでつど う こうぞうきそく

東海道新幹線鉄道術進規則 国鉄の線路およひ、 車両の構造

は，鉄道営業法(明治 33 年法律第 65 号) の規定に基っき日本国

有鉄道建設規程(昭和 4 年鉄道省令第 2 号) によって規制されて

と

似 合全i(Ij (i-(J にt~ JTl したのも r\高Jゐi人速人玄主玉迩Eε到I転!

カが:ひき起こ寸j災足害=右ピ未丹外然4入右、"にこ|防均止するためてでA 主ι， ~つ〉て ， 従来線と I"J

れ位以 lーの 権保安度合-ifするために ， I:-:î j生五II似の新幹線には ，

このような保安設備が必要なの-(ある。

し たが っ て ， この鱗足立規 11りでイl二米の ili.N: j:JJ.f L~ と 典 ts: る条文l工，

全体 と して H年速 200 km の運転ど氏~かっ経済的 tこ可能にする

ための規返でふると L え心が， Í'\-条文 ‘こっ し、てムる と ， その if，i)

Æ趣行を t<i お fl'ね次のように分!Jiす るよ ょ がで きる。

ア 1I!i'it 200km の jlli中ム合 -f1 f能にするために山桜|刻辿す るも

0) , 
イ lI 'j 速 200 km (ノ)~f転に有利である と }J.~われる榊治 または

)))¥: ,( tll 十品化 し たもの。
ウ オ と し て い"単軌11:1 (l，435mm) の採)11 :こ )i\~づく 車両各部の

寸法の拡人ーによる もの。

エ 1'， ';i J主Jili中ムι対処 して安全を舵保するためのもの。

以上が，おおむね11あ主 200 km 逆転に|見JÆするものであるが，

実際には， ーのほかじ次のような趣将の条文がある。

ォ (t::米の建設規定が師々 の悦~の施設およ び車両を対象と

し ているため， 画一的 ;こ}目指IJできなかっ た事吸， または融トーがJ

に規制 したと こら ， 日刊の地ぷお よび J ~(lill}に対して不適切な規

定とな っている 事項について，新幹線では泊切に規定できたも

の。

カ イi 米の ili設規程でも ， 近い将来改正を予定されている事

項を拍E り込んだもの。

作条文 '. 1"には，二れらの趨旨をあわせ持 っ てい る ものもある

が，以下，上託の制定趣旨の観点から各条文を概観してみる 。

まず， アに属する条文としては，設小111it.阜半 i王 ・ 緩和 1111*寝 ・

縦 rtll級等線路の線形vこ関するもの ， レール ・ iú床等軌道術造に

|則するもの ， およひ'，[車線のちょうCl I \) 架 )j式等電車線路の構

造に以lするものがおもなものであり ，在来の建設規程よ り 高度

いるが， 東海道新幹線は時速 200 km とし、う高速巡転を行なう の腕絡として L 、る。

ため，その施設および車両には在来線に比べ向皮の構造が要求 次に，イに以する条文としては，軌間 ど，I!車線電圧がおもな

され， 在来の建設規程とは別個の規制が必要と認められたので， も のであり ， それぞれ 1 ，435mm ， lli机l交訟 25，000 V とし てい

昭和 39 ・ 9 ・ 30 運輸省令第70号として東海道新幹線鉄道構造規111) る。ウに属する条文としては，建築限界，施工基而の帆 ， 采降

が，鉄道営業法第 1 条の規定に基づき制定された。そして在来 場の高さ等線路および建造物の位伎や寸法にl刻するもの，電車

の建設規程は， 東海道新幹線を除 く国鉄の施設およひ車両に適 線の尚さや(M位のように屯車線の位 111'に関す るもの，ならびに

用されることとなっ た。 車両限抗l，車輪各部の寸法，旅客用 'itL車の構造等車両の寸法iこ

この憐造規則の条文構成は，在来の建設規程のそれに準拠し 関するものがおもなものであり ，車両 と施設の精進が， 寸1主の

ているが， 各条文については ( 1) 建設規程の条文をそのまま 上でよく対応して，円滑な高速運転およ び安全な符扱レが E き

準用したもの (2) 条文の規定事項は同 じであるが， 寸法等の るよう規定している。

数値が異なっているもの (3) 全 〈新しい事項を規定したもの， また ， -"- 1こ属する条文としては，運転保安の凶では道路と の

の 3 種類に分類することができる。 (1)については説明は不要と 平出交差の禁止，線路の防護等施設の構造に関するもの，車両

恩われるので，以下(2) ， (3)について述べる。 の走行装置 ・ ブレーキ ・排障を主置その他車両に設備すべき保安

もともと新幹線は東京 ・ 大阪間 31時間巡行を可能にするため， 装置に関するもの，および自動列車制御設備 ・ 9ド車常列防護設

時速 200km 運転を目際として計画された。この目的!~をいかに 備・列車集中制御設備等運転保安設備に関するも のがお もなも

安全かつ経済的に達成するかに技術者の努力が傾注されたので のであり，旅客や乗務員に対する保安の闘では乗降場の幅， 乗

ある。たとえば，軌聞を在来線の 1 ，067mm と異なり ， 1,435mm 降場における建築物の位世の規制等建造物の規制に関するもの，

としたのもその目標を有利に達成するためであり， その結果 と および車両の逆転室の構造， 旅'各j刊 'ilì車の併進.í:，白動戸閉装置

して車両を大きくすることができ，輸送力をより鳩大すること 等車両の構造に関するものがおもなものであ っ て， ji1.ì速運転に

となったのである。 対処して ， 在来の建設規程より高度の構造・設備等を規定して

また自動列車制御設備，列車集中市u御設備等の最新の保安設 いる。
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